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　はじめに

2011年から 2014年にかけて，鹿児島市中央卸

売市場魚類市場にて奄美諸島とトカラ列島海域で

漁獲された 3 個体のホウズキ Hozukius em-

blemarius (Jordan and Starks, 1904)（メバル科）が

採集された．これまで本種は青森県から九州，お

よび九州‐パラオ海嶺と東シナ海から記録され

ていた（中坊・甲斐，2014）．したがって，奄美

群島とトカラ列島産の標本を記載し，この海域か

らの本種の初記録として報告する．

　材料と方法

計数と計測は Kai and Nakabo (2004)にしたがっ

た．頭部の棘の名称は尼岡（1984）にしたがった．

標準体長（Standard length）は体長あるいは SLと

表記した．標本の作製，登録，撮影，固定方法は

本村（2009）と Motomura and Ishikawa (2013) に

したがった．体色の記載はホルマリンン固定前に

撮影されたカラー写真（Fig. 1）に基づく．色彩

の表記は財団法人日本色彩研究所（2001）の系統

色名に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に登録・保管された．

　結果と考察

Hozukius emblemarius (Jordan and Starks, 1904)

ホウズキ　（Fig. 1, Table 1）

標本　KAUM–I. 37252, 体長 238.0 mm，鹿児島

県 奄 美 大 島 沖， 釣 り，2011 年 4 月 16 日；

KAUM–I. 54894，体長 157.1 mm，鹿児島県トカ

ラ列島口之島沖，釣り，2013 年 6 月 12 日；

KAUM–I. 58299，体長 457.0 mm，鹿児島県トカ

ラ列島横当島から悪石島近海，水深 100–200 m，

延縄，2014年 1月 9日（標本はすべて鹿児島市

中央卸売市場魚類市場で購入）．

記載　標本の計測値は Table 1に示した．背鰭

鰭条数 XII, 12；臀鰭鰭条数 III, 5–6；胸鰭鰭条数

18–19（上部不分枝鰭条 1＋分枝鰭条 8＋下部不

分枝鰭条 9–10）；腹鰭鰭条 I, 5；有孔側線鱗数

27–28；鰓耙数 7 + 16–17．

体は側面からみて楕円形で，後方にむかって

よく側偏する；頭部は大きく，頭長は体長の 2.3–

2.5倍．体と頭部は櫛鱗で被われる；頭部は吻膨

状部の前面と上下の唇を除いて，吻，眼下域およ

び下顎を含む全体が被鱗する；背鰭と臀鰭の基部

は小鱗で被われる．眼は大きく，眼径は頭長の

2.8–3.4倍．口は大きく，主上顎骨の後端は，眼

の中心を通る垂線をわずかにこえる．前鼻孔は皮

質の短い管をともない，その後方は延長し短い皮

弁を形成する．鼻棘は 1本．眼前棘は 1本．眼上

棘は 1–2本．眼後棘は 1–2本．体長 157.1 mmの

個体（KAUM–I. 54894）は発達したそれぞれ 1対

の額棘と耳棘をもつ；体長 238.0 mm以上の 2個

体では痕跡的であるか完全に欠く．体長 157.1 

mmの個体（KAUM–I. 54894）は，1棘をともな

う発達した頭頂骨隆起をもち，隆起は 1本の頸棘

の基部と完全に癒合する；体長 238.0 mm以上の

2個体では，痕跡的な頭頂骨隆起をもつのみで棘

を欠く．涙骨下縁に 4本の棘があり，そのうち湾

入部よりも前方の棘は 2–3棘，後方の棘は 1–2棘．
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Fig. 1. Fresh specimens of Hozukius emblemarius from Kagoshima Prefecture, southern Japan. A. KAUM–I. 54894, 157.1 mm SL, off 
Kuchino-shima island, Tokara Islands (coloration somewhat faded out); B. KAUM–I. 37252, 238.0 mm SL, off Amami-oshima island, 
Amami Islands; C. KAUM–I. 58299, 457.0 mm SL, off Yokoatari-jima to Akuseki-jima islands, Tokara Islands.
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涙骨側面に 1–2本の棘をともなう隆起がある．眼

下骨棘は 2本で，前方の棘は眼の中心よりもやや

後方に，後方の棘は眼下骨隆起の後端に位置する．

前鰓蓋骨棘は 5本．主鰓蓋棘は 2本．上後側頭棘

は 1本．上擬鎖骨棘は 2本．両顎，鋤骨，口蓋骨

に絨毛状歯からなる歯帯がある．背鰭棘は第 4–5

棘が最長で，第 1棘が最短；背鰭軟条は第 2–3軟

条が最長．第 1臀鰭棘基部は第 1背鰭軟条基部の

直下に位置する；第 2臀鰭棘と第 3臀鰭棘はほぼ

同じ長さ；臀鰭軟条は第 1軟条が最長．胸鰭は大

きく，後縁は丸い；第 8–10鰭条が最長で，体長

238.0 mm以下の個体ではその先端が肛門に達す

る（体長 457.0 mmの個体では背鰭第 9棘基部直

下に達する程度で肛門には達さない）．腹鰭棘基

部は背鰭第 3棘基部の直下に位置する；第 1軟条

が最長で，その先端は肛門に達さない．尾鰭は截

形で，後縁中央部はやや膨らみ，両葉の角は丸み

をおびる．

生鮮時の色彩　頭部と体，各鰭は一様に明る

い赤から明るい黄み赤で，腹部はやや白みをおび

る．小型の個体（KAUM–I. 54894，体長 157.1 

mm；KAUM–I. 37252，体長 238.0 mm；Fig. 1A–B）

では白みをおびる部位が全身にまばらにある（た

だし KAUM–I. 54894は撮影前にやや退色してい

る）．

備考　調査標本は，背鰭棘が 12本，吻・主上

顎骨・下顎が被鱗する，胸鰭の後縁全体が丸い，

尾鰭の後縁が截形，眼窩下部に棘があるなどの特

徴を有し，これらの特徴は中坊・甲斐（2013）で

示されたホウズキ Hozukius emblemariusの特徴と

一致するため，本種に同定された．

調査標本のうち最も小型の KAUM–I. 54894（体

長 157.1 mm）は，発達した額棘，耳棘，頭頂棘

および頸棘をもつが，大型個体はこれらの棘が痕

跡的か完全に欠いていた．この差異は成長に伴う

変異とみなした．また，体各部のうち体高，吻長，

眼径，尾鰭を除く鰭条の長さが成長に伴って体長

に対して短くなる傾向が認められた（Table 1）．

Table 1. Morphometrics, expressed as percentages of standard length, of Hozukius emblemarius from Kagoshima Prefecture, southern Japan.
KAUM–I.
Locality

54894
Tokara Islands

37252
Amami Islands

58299
Tokara Islands

SL (mm) 157.1 238.0 457.0
Body depth (% SL) 41.8 39.9 37.2
Body width 21.6 21.3 21.9
Head length 43.5 44.3 40.4
Snout length 12.4 11.4 9.7
Orbit diameter 15.5 13.9 11.8
Interorbital width 6.9 7.2 5.4
Lacrimal width 2.8 2.9 3.4
Upper-jaw length 21.6 21.0 18.8
Pre-dorsal-fin length 42.7 41.6 36.9
1st dorsal-fin spine length 7.8 5.0 —
2nd dorsal-fin spine length 13.7 9.7 8.9
3rd dorsal-fin spine length 18.0 13.9 11.8
4th dorsal-fin spine length 19.1 L 16.5 L 12.2
5th dorsal-fin spine length 17.8 15.9 13.6 L

11th dorsal-fin spine length 9.9 9.6 5.9
12th dorsal-fin spine length 13.2 11.4 7.3
Longest dorsal-fin soft ray length 18.3 (2nd) 18.5 (3rd) 16.5 (2nd)
1st anal-fin spine length 9.8 7.8 5.3
2nd anal-fin spine length 19.2 16.6 11.2
3rd anal-fin spine length 18.9 17.3 13.0
Longest anal-fin soft ray length 22.3 (1st) 22.1 (1st) 18.0 (1st)
Longest pectoral-fin ray length 29.4 (10th) 28.6 (9th) 26.2 (8th)
Pelvic-fin spine length 16.4 16.3 12.3
Longest pelvic-fin soft ray length 22.5 (1st) 23.9 (1st) 22.6 (1st)
Caudal-fin length 23.6 23.4 21.8
Caudal-peduncle depth 10.6 10.5 9.6
Caudal-peduncle length 17.4 17.4 18.0

L Longest dorsal-fin spine.
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同様の成長に伴う体各部の変化は，ホウズキと同

科のメバル属 Sebastesの複数種で知られる（Chen, 

1971）．

ホウズキはこれまで青森県以南の東北地方の

太平洋沿岸（金山，1983；北川ほか，2008；

Shinohara et al., 2009）， 相 模 灘（Senou et al., 

2006）， 駿 河 湾（Shinohara and Matsuura, 1997），

熊野灘（小林，1986），高知県足摺岬沖（石田，

1997）など本州から四国の太平洋沿岸，兵庫県

（Shinohara et al., 2011）および山口県（河野ほか，

2011）の日本海沿岸，九州‐パラオ海嶺（金山，

1982），およびトカラ列島西沖の東シナ海（29° 

27–42′N, 128°27–32′E；東海水産研究所《東海深

海魚》編写組，1988；金，2006）から記録されて

いた．したがって，本報告の調査標本は奄美諸島

とトカラ列島近海からの本種の初記録となる．中

坊・甲斐（2013）は本種の生息水深を 542–900 m

とし，河野ほか（2011）は山口県萩市見島沖の水

深 210 mからの採集記録を報告している．本報告

の調査標本のうち KAUM–I. 58299は水深 100–

200 mから採集された．
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